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AP=AQ

上の図のような, Oを中心とする円に外接する三角形ABCがあります。
いま, AP=AQとなる点P, Qを, 辺AB上, 辺AC上にとったところ, 線分PQは円の中
心Oを通りました。
BP=12 cm, CQ=3 cmであるとき, PQの長さは何 cmであるかを求めてください。

〔 cm〕
新中 2N.K.

ABと円Oの接点をD、ACと円Oの接点を Eとする
AD＝AE AP＝AQより、PD＝QE ∠ PDO＝∠QEO DO＝ EO

よって、△ PDOと△QEOはニ辺夾角相等で合同
∴PO＝QO

∴∠AOP＝∠AOQ＝ 90°
∠DAO＝∠ EAO＝α　∠DBO＝∠ CBO＝β　∠ ECO＝∠ BCO＝γとおくと、
2α＋ 2β＋ 2γ＝ 180°
よって、α＋β＋γ＝ 90°
このとき、△AOQにおいて、α＋ 90°＋∠AQO＝ 180°なので
∠AQO＝∠APO＝β＋γ
また、∠AQO＝γ＋∠ COQ ∠APO＝β＋∠ BOP(∵外角の定理)なので
∠ COQ＝β ∠ BOP＝γ
よって、△ COQと△OBPは二角相等で相似
ここで、PO＝QO＝Ｘとおくと
3:Ｘ＝Ｘ:12

よって、Ｘ 2＝ 36

∴Ｘ＝ PO＝QO＝ 6

PQ＝ 12　　 (終)
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AP = AQ，円の対称性より，△APQ は AP = AQ の二等辺三角形，PO = QO，PQ

= PO * 2，で，
∠ APQ = ∠ AQP = (180°- ∠ BAC)/2 = ((∠ BAC + ∠ ABC + ∠ ACB) - ∠

BAC)/2 = ∠ABC/2 + ∠ACB/2，
∠ BPQ = 180°- ∠APQ = 180°- ∠AQP = ∠ CQP，がいえます。
さらに，△ABC が 円O に外接するということは，円O は △ABC の内接円，という
ことで，
やはり円の対称性より，BO は ∠ ABC の二等分線，CO は ∠ ACB の二等分線，と
なり，
∠ PBO = ∠ABC/2，∠QOC = ∠AQP - ∠QCO = (∠ABC/2 + ∠ACB/2) - ∠

ACB/2 = ∠ABC/2，
そこで，∠PBO = ∠QOC，となり，∠BPQ = ∠CQP，と合わせて，△PBO ∽ △

QOC，がいえます。
これより，PB：PO = QO：QC，PB = 12 cm，QC = 3 cm，PO = QO，なので，，
12：PO = PO：3，PO * PO = 12 * 3 = 36，PO = 6，PQ = PO * 2 = 6 * 2 = 12 cm，
になります。
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